
荒井常議員　　　 常盤会頭髙久常議員　　　　常盤会頭

議
員
代
表
者
変
更
の

お
知
ら
せ

渡
邊
保
孝
氏

日
本
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

議
員

平
塚
商
工
会
議
所 

第
百
三
十
七
回
通
常
議
員
総
会
開
催

二
〇
二
一
年
度
事
業
報
告
及
び
経
費
収
支
決
算
承
認

川
辰
巳
議
員
（
㈱
エ
ス
・
ケ
イ
・
デ
ィ

　

代
表
取
締
役
）、
髙
久
榮
二
元
議
員

（
髙
久
製
パ
ン
㈱
）
が
神
奈
川
県
県
民

功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　

表
彰
終
了
後
に
常
盤
会
頭
挨
拶
、
来

賓
紹
介
が
さ
れ
、
落
合
市
長
よ
り
挨
拶

が
さ
れ
、
議
事
録
署
名
人
を
選
任
し
議

事
に
入
っ
た
。

【
第
一
号
議
案 

常
議
員
補
欠
選
任
の
件
】

　

工
業
部
会
所
属
の
常
議
員　

横
浜
ゴ

ム
㈱
平
塚
製
造
所　

平
塚
製
造
所
長　

城
川
隆
氏
が
、
運
輸
観
光
部
会
所
属
の

常
議
員　

神
奈
川
中
央
交
通
㈱　

取
締

役
専
務
執
行
役
員　

今
井
雅
之
氏
が
選

任
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
。
議
長
が
諮
っ

た
処
異
議
な
く
拍
手
を
以
っ
て
承
認
さ

れ
た
。

【
第
二
号
議
案 

参
与
交
代
の
件
】

　

当
商
工
会
議
所
参
与
、
平
塚
市
議
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
が
、
金

子
修
一
氏
に
交
代
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
。
議
長
が
諮
っ
た
処
異
議
な
く
拍
手

を
以
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

【
第
三
号
議
案 

二
〇
二
一
年
度
事
業
報

告
及
び
経
費
収
支
決
算
の
件
】

　

事
務
局
よ
り
事
業
報
告
の
概
要
並
び

に
収
支
決
算
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ

た
。
村
石
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
行
わ

れ
た
後
、
議
長
が
諮
っ
た
処
異
議
な
く

拍
手
を
以
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

【
第
四
号
議
案 

規
約
・
規
定
等
一
部
変
更
の
件
】

　

事
務
局
よ
り
改
正
個
人
情
報
保
護
法

施
行
に
伴
う
、
当
商
工
会
議
所
個
人
情
報

保
護
規
程
・
特
定
個
人
情
報
保
護
規
程
の

変
更
に
つ
い
て
説
明
。
議
長
が
諮
っ
た
処

異
議
な
く
拍
手
を
以
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

議
題
終
了
後
、
報
告
事
項
並
び
そ
の

他
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
後
に
、
出

席
の
顧
問
・
参
与
よ
り
挨
拶
が
さ
れ
、

白
石
副
会
頭
に
よ
り
閉
会
さ
れ
た
。

　

常
議
員
補
欠
選
任
の
件
、
参
与
交
代

の
件
、
二
〇
二
一
年
度
事
業
報
告
及
び

経
費
収
支
決
算
の
件
、
規
約
・
規
定
等

一
部
変
更
の
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　

開
会
前
に
、
第
七
十
回
湘
南
ひ
ら
つ

か
七
夕
ま
つ
り
織
り
姫
が
紹
介
さ
れ
挨

拶
さ
れ
た
。

　

杉
山
副
会
頭
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
続

い
て
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

【
経
済
産
業
省関

東
経
済
産
業
局
長
表
彰
】

　
荒
井
寿
一
常
議
員

（
荒
井
商
事
㈱ 

代
表
取
締
役
会
長
）

【
関
東
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭
表
彰

「
ベ
ス
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
表
彰
」】

　
髙
久
直
輝
常
議
員

（
組
織
活
性
化
委
員
会
　
委
員
長
）

　

ま
た
、
所
属
団
体
を
通
し
て
、
長
谷

　

去
る
令
和
四
年
六
月
二
十
三
日
㈭
午

後
三
時
よ
り
「
第
百
三
十
七
回
通
常
議

員
総
会
」
が
、
議
員
出
席
五
十
名
、
代

理
委
任
出
席
三
名
、
委
任
状
出
席
二
十

一
名
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

神
奈
川
労
働
局
に
対
し

神
奈
川
地
方
最
低
賃
金
の
審
議
に
係
る
要
請

神
奈
川
労
働
局
に
対
し

神
奈
川
地
方
最
低
賃
金
の
審
議
に
係
る
要
請

②
同
一
県
内
に
あ
っ
て
も
地
域
の
実
態

を
踏
ま
え
た
き
め
細
や
か
な
制
度
設

計
の
導
入

③
改
定
後
の
最
低
賃
金
の
発
効
日
を
年

度
当
初
と
す
る
よ
う
制
度
の
変
更

　

な
お
、
日
本
商
工
会
議
所
で
は
本
年

４
月
21
日
付
け
で
、
政
府
に
対
し
最
低

賃
金
に
関
す
る
同
様
の
要
望
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

会
頭
、
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
の
鈴

木
会
頭
、
秦
野
商
工
会
議
所
の
杉
本
副

会
頭
と
神
奈
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会

の
西
村
専
務
理
事
等
が
出
席
し
、
下
記

要
望
書
の
提
出
と
地
域
の
現
況
と
要
請

内
容
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。

①
各
種
指
標
・
デ
ー
タ
に
よ
る
明
確
な

根
拠
の
も
と
で
納
得
感
の
あ
る
水
準

の
決
定

　

最
低
賃
金
は
、
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
に
お
い
て
令
和
４
年
度
地
域
別
最
低

賃
金
額
改
定
の
目
安
に
つ
い
て
答
申
さ

れ
、
７
月
初
旬
に
神
奈
川
地
方
最
低
賃

金
審
査
会
に
お
け
る
議
論
に
対
し
、
神

奈
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会
で
は
令
和

４
年
６
月
17
日
に
神
奈
川
労
働
局
に
て

西
村
労
働
局
長
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

当
日
は
、
平
塚
商
工
会
議
所
の
常
盤
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員
増
強
活
動
を
展
開
し
、
新
規
と
し
て

一
五
一
件
の
加
入
に
よ
り
組
織
強
化
に

繋
げ
た
。
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
会
議

で
も
、
感
染
症
の
影
響
も
受
け
つ
つ
会

議
等
を
開
催
し
た
。

　
販
路
開
拓
・
受
発
注
促
進
事
業
は
、

商
業
振
興
関
連
で
は
、「
ひ
ら
つ
か
ス

タ
ー
ラ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
」
事
業
に
対

し
、
参
加
店
舗
募
集
な
ど
事
業
推
進
に

協
力
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
調

整
協
議
会
に
よ
る
空
き
店
舗
出
店
家

賃
・
改
装
費
補
助
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
商
店
街
活
性
化
策
を
実
施
。

「
第
五
回
平
塚
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
感
染
症

対
策
を
講
じ
て
実
施
し
、
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
努
め
た
。
湘
南
ひ
ら
つ
か
名
産
品

事
業
も
様
々
な
機
会
を
捉
え
名
産
品
・

特
産
品
の
宣
伝
・
普
及
に
努
め
た
。
工

業
振
興
関
連
で
は
、
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ

ウ
ヨ
コ
ハ
マ
の
平
塚
ブ
ー
ス
確
保
に
伴

い
出
展
補
助
や
動
画
作
成
支
援
な
ど
、

地
元
の
優
れ
た
技
術
・
製
品
等
の
ア
ピ

い
ち
早
く
集
団
接
種
を
実
施
し
た
。

　
部
会
並
び
に
委
員
会
活
動
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
再
拡
大
の
影

響
に
よ
り
例
年
の
よ
う
な
事
業
活
動
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
駆

使
し
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
。

　
当
所
女
性
会
は
、
感
染
対
策
を
講
じ

て
各
種
事
業
を
展
開
し
、
奉
仕
活
動
と

し
て
市
内
小
学
校
に
テ
ン
ト
を
寄
付
し

た
。
青
年
部
も
、
七
夕
を
感
じ
ら
れ
る

街
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ち
か
ど

広
場
に
飾
り
付
け
を
し
た
。
ま
た
、
小

学
生
駅
伝
競
走
大
会
な
ど
感
染
症
対
策

を
講
じ
て
開
催
し
た
。

　
委
員
会
活
動
で
は
、
産
業
政
策
委
員

会
は
新
た
な
要
望
書
の
作
成
と
コ
ロ
ナ

感
染
症
要
望
項
目
の
検
証
。
会
員
サ
ー

ビ
ス
向
上
委
員
会
は
「
新
春
の
集
い
」

を
企
画
・
実
施
を
行
っ
た
。
組
織
活
性

化
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
る
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
再

三
の
感
染
拡
大
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の

影
響
に
よ
り
先
行
き
も
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
あ
る
。
平
塚
商
工
会
議
所
で

は
一
部
活
動
の
制
約
を
受
け
た
が
事
業

計
画
に
基
づ
き
政
策
提
言
・
要
望
活
動

の
強
化
と
商
工
会
議
所
事
業
活
動
の
見

え
る
化
・
経
営
支
援
の
充
実
を
掲
げ
事

業
展
開
し
た
。

　
政
策
提
言
・
要
望
活
動
は
、
国
に
対

し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
は
じ
め
、
経
済
対
策
・
税
制
改
正
・

ま
ち
づ
く
り
・
規
制
緩
和
な
ど
地
域
経

済
の
再
生
・
活
性
化
を
図
る
べ
く
要
望

活
動
を
展
開
し
、
県
に
対
し
て
は
、
感

染
症
対
策
や
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
慎

重
な
審
議
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
支
援
及
び
地
域
活
性
化
施
策
の
充
実

強
化
な
ど
を
中
心
と
す
る
予
算
・
政
策

を
要
望
し
た
。
平
塚
市
並
び
に
市
議
会

に
対
し
て
は
、
感
染
症
に
関
す
る
各
種

要
望
や
委
員
会
活
動
を
通
し
て
産
業
振

興
に
関
す
る
九
項
目
の
要
望
、
鉄
道
網

の
延
伸
、
中
心
市
街
地
再
開
発
の
促
進

な
ど
の
意
見
活
動
を
行
っ
た
。

　
商
工
会
議
所
活
動
の
見
え
る
化
は
、

新
年
賀
詞
交
歓
会
・
会
員
大
会
が
例
年

通
り
の
開
催
が
で
き
な
い
中
、「
新
春

の
集
い
」
を
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
経
済

の
活
性
化
を
図
り
、
平
塚
商
工
会
議
所

が
一
致
団
結
す
る
機
会
と
し
て
開
催
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
猛
威
を
振
る
っ
た
七
月
に
、
東
海
大

学
に
お
け
る
集
団
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
平

塚
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
枠
を
設
け

て
い
た
だ
き
、
全
国
商
工
会
議
所
で
も

ー
ル
に
よ
り
受
発
注
の
促
進
に
努
め

た
。

　
中
小
企
業
相
談
所
は
、
県
・
市
の
各

種
補
助
金
を
活
用
し
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
再
生
・
安

定
を
図
り
、
持
続
的
発
展
が
推
進
で
き

る
よ
う
課
題
解
決
に
努
め
た
。
ま
た
、

事
業
者
の
売
上
や
利
益
率
の
増
加
等
を

目
標
に
、
平
塚
市
と
共
同
に
て
「
経
営

発
達
支
援
計
画
」
を
策
定
し
経
済
産
業

省
関
東
経
済
産
業
局
に
よ
る
認
可
を
受

け
た
。
具
体
的
な
事
業
承
継
・
創
業
・

経
営
相
談
事
業
は
、
従
来
か
ら
の
経
営

改
善
事
業
に
加
え
、
経
営
計
画
の
策
定

や
販
路
開
拓
の
促
進
支
援
に
努
め
た
。

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
お
け
る
各
種
中
小
企
業
支
援
策
に

つ
い
て
、
支
援
施
策
活
用
・
事
業
再
起

よ
ろ
ず
相
談
窓
口
を
継
続
し
た
。
ま

た
、
当
商
工
会
議
所
と
平
塚
市
・
平
塚

信
用
金
庫
・
神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

に
よ
る
創
業
支
援
や
金
融
支
援
・
事
業

承
継
な
ど
四
者
連
携
に
よ
る
取
組
み
を

継
続
し
た
。
各
種
補
助
金
関
連
で
は
、

一
時
支
援
金
申
請
支
援
・
事
前
確
認
三

六
六
事
業
所
、
月
次
支
援
金
申
請
支

援
・
事
前
確
認
八
四
事
業
所
、
事
業
復

活
支
援
金
申
請
支
援
・
事
前
確
認
一
一

〇
事
業
所
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
申
請
支
援
一
般
型
二
七
件
、
低
感

染
リ
ス
ク
型
一
三
件
、
事
業
再
構
築
補

助
金
三
案
件
、
先
端
設
備
導
入
計
画
に

係
る
認
定
申
請
確
認
書
三
案
件
、
神
奈

川
県
感
染
症
拡
大
防
止
事
業
補
助
金
一

九
案
件
の
支
援
を
行
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
人
材
育
成
・
人
手
不
足

対
策
、
情
報
化
支
援
・
情
報
発
信
強
化

事
業
、
地
場
産
業
・
観
光
・
文
化
の
振

興
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
安

定
・
強
化
支
援
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
・
福

利
事
業
・
業
務
委
託
事
業
、
団
体
育
成
・

活
動
支
援
、
会
館
運
営
・
財
政
基
盤
及

び
事
務
局
体
制
強
化
、
特
定
商
工
業
者

に
関
す
る
事
業
の
推
進
を
実
施
し
た
。

一般会計収支決算書

中小企業相談所特別会計収支決算書

科　　目 決　算　額 予　算　額 対比増減（△）

科　　目 決　算　額 予　算　額 対比増減（△）

科　　目 決　算　額 予　算　額 対比増減（△）

科　　目 決　算　額 予　算　額 対比増減（△）

⒈

⒉

⒊

⒋

⒌

⒍

⒎

⒏

会 費

特定商工業者負担金

事 業 収 入

交 付 金

委 託 収 入

雑 収 入

繰 入 金

前年度繰越金

合　　計

47,962,500

3,065,000

51,267,835

6,591,895

4,099,680

1,876,309

731,336

6,111,319

121,705,874

52,763,449

40,375,310

21,547,871

7,019,244

121,705,874

64,531,872

196,000

394,914

4,412,373

69,535,159

60,848,200

700,000

300,100

7,149,700

68,998,000

3,683,672

△ 504,000

94,814

△ 2,737,327

537,159

5,380,926

54,206,233

1,448,000

8,500,000

69,535,159

5,219,000

57,111,000

1,668,000

5,000,000

68,998,000

161,926

△2,904,767

△220,000

3,500,000

537,159

58,264,600

44,006,000

17,271,000

0

119,541,600

△5,501,151

△3,630,690

4,276,871

7,019,244

2,164,274

48,740,000

3,250,000

48,013,000

6,290,000

4,099,680

1,600,330

1,570,000

5,978,590

119,541,600

△ 777,500

△ 185,000

3,254,835

301,895

0

275,979

△ 838,664

132,729

2,164,274

⒈

⒉

⒊

⒋

事 業 費

管 理 費

繰 出 金

次年度繰越金

合　　計

⒈

⒉

⒊

⒋

交 付 金

事 業 収 入

雑 収 入

繰 入 金

合　　計

⒈

⒉

⒊

⒋

事 業 費

管 理 費

指導育成事業費

繰 出 金

合　　計

■収入の部

■収入の部

■支出の部

（単位：円）

（単位：円）

■支出の部 （単位：円）

（単位：円）

2021年度

2021年度

二
〇
二
一
年
度

総
括
的
概
要

２
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販路開拓や業務効率化に
活用できる補助金のご紹介 小規模事業者持続化補助金

小規模事業者が自社の経営を見直し、自らが持続的な経営に向けた経営計画を作成したうえで販路開拓や生産性向
上の取り組みを支援する補助金です。
■対象者 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
下記に該当する法人、個人事業、特定非営利活動法人が対象
商業・サービス業（宿泊業・娯楽業を除く） 常時使用する従業員の数 ５人以下
宿泊業・娯楽業 常時使用する従業員の数 ２０人以下
製造業その他 常時使用する従業員の数 ２０人以下

■主な補助対象経費 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
機械装置等費、広報費、改装費など（車・パソコン等の汎用性が高いものは対象外）
■補助率・補助上限額 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――
通常枠 補助率２/３　補助上限５０万円　　　　特別枠 補助率２/３　補助上限最大２００万円 ※
※特別枠の類型により補助率と補助上限額が異なります。

■応募締切：2022年９月20日㈫【当日消印有効】
■応募方法：jGrantsによる電子申請／郵送による申請

公募要領等の詳細はホームページからご確認ください。 ▶▶▶

当所の支援によりこれまでこんな採択事例がありました！（事例はすべて通常枠）
●商品の製造量の増加および業務効率化のため設備を導入した（製造業）
●店舗の認知度向上や新規顧客獲得のため看板を設置した（飲食店）
●新たなサービスを PRするためチラシの作成・ポスティングを行った（サービス業）

小規模事業者持続化補助金をはじめ各種補助金のご相談は
平塚商工会議所 中小企業相談所（地域振興課）  ℡ 0463－22－2512

令和４年度は平塚商工会議所「役員・議員」の改選の年です。令和４年度は平塚商工会議所「役員・議員」の改選の年です。
令和４年10月31日をもって、「役員・議員」の任期が満了となり、改選となります。
これに伴い、新しい役員・議員の選出に向けての概要は下記のとおりとなります。

商工会議所の議員とは
　商工会議所の議員は、平塚市商工業界の意思を代表し、商工会議所運営に関する重要な方針を決定する職にあります。商工
会議所は商工会議所法に基づいて運営され、議員総会が商工会議所運営に関する最高の意思決定機関であり、議員の地位は社
会的にも非常に高く評価されております。
　議員の定数は80名で、令和４年11月１日より第29期となり、任期は３年です。そして議員は１号・２号・３号議員の種類が
あり、定款により各定数が定められております。選出方法が３種に区分されており、３号・２号・１号議員の順に選出されます。
３号議員の選任
　会頭があらゆる業種・業態等を考慮し、常議員会の同意を得て、会員のうちから選任する議員で12事業所です。
２号議員の選任
　業種別８部会のうちから選任される議員28事業所で、各部会に対する議員の割当は、所属部会の会員数並びに会費持口数を
勘案して常議員会において決定します。
１号議員の選任
　１号議員は、会員の中から会員と特定商工業者が投票によって選ぶ議員で40事業所です。
１号議員の立候補
　１号議員の立候補者になろうとする会員（会費完納事業所）、または推薦しようとするときは本人の承諾を得え、立候補届
出・辞退期間中に所定の用紙にて選挙長に届出なければなりません。立候補を辞する場合も同様です。
議員選挙権

（１）選挙人名簿確定日現在の会員及び特定商工業者で、期日までに会費及び特定商工業者負担金を完納した事業所に選挙権が
与えられます。

（２）新規会員加入並びに持口変更についても、期日までに所定の手続きを済ませ、会費が完納している事業所に選挙権が与え
られます。

３
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Planning
&

Design鹿島学園高等学校・鹿島山北高等学校
連携サポート校

KG高等学院 平塚キャンパス

広域通信制（単位制）高等学校

紅谷町10－12（平塚駅西口徒歩３分）

KG高等学院 平塚キャンパス

鹿島学園高等学校・鹿島山北高等学校

紅谷町10－12（平塚駅西口徒歩３分）
☎0463－22－4647☎0463－22－4647

働きながら、高卒資格を取ろう！

連携サポート校

～変えられるのは、未来と自分～
広域通信制（単位制）高等学校

検索KG高等学院　平塚

講師 平松廣司氏とホテルニューグランド
ペリー来航の間にて

山協印刷㈱ 杉山昌行社長のお話し

㈱木村植物園 木村義広社長を囲んで

女

性

会

だ

よ

り

視
察
研
修
会

神
奈
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

会
員
大
会

第
１
回
か
い
い
ん
ゼ
ミ
事
業

●
令
和
４
年
６
月
20
日

　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

　

３
年
ぶ
り
と
な
る
大
会
に
は
県
内
の
会

員
数
６
０
６
名
の
う
ち
１
１
６
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。（
当
会
か
ら
４
名
）

　

１
部
で
は
総
会
の
報
告
・
役
員
紹
介
な

ど
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
部
で
は
横
須
賀
商
工
会
議
所　

会
頭

平
松
廣
司
氏
に
よ
る
「
渋
沢
栄
一
と
企
業

経
営
」の
テ
ー
マ
で
長
年
研
究
を
続
け
、

出
版
さ
れ
た
書
籍
の
内
容
を
お
話
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

３
部
の
交
流
会
で
食
事
を
頂
き
な
が
ら

12
単
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
報
告
。
お

互
い
に
参
考
に
な
る
お
話
し
が
多
く
、
と

て
も
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
務　

浅
沼 
淑
子

●
令
和
４
年
６
月
22
日

　

山
協
印
刷
㈱
、
㈱
木
村
植
物
園

　

今
回
の
視
察
研
修
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

３
年
振
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
伺
い
し
た
山
協
印
刷
㈱
は
地
元
に
根

ざ
し
創
業
70
年
を
越
え
る
会
社
で
す
。

又
、
㈱
木
村
植
物
園
も
創
業
50
年
と
い
う

歴
史
あ
る
会
社
で
す
。
ど
ち
ら
も
商
工
会

議
所
の
会
員
と
い
う
ご
縁
で
視
察
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、両
社
長
自

ら
お
出
迎
え
と
丁
寧
な
案
内
を
し
て
い
た

だ
き
大
変
感
激
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
市
内
の
視
察
で
し
た
が
、
余
り

に
身
近
に
あ
り
、
知
っ
て
い
る
様
で
知
ら

な
か
っ
た
地
元
企
業
の
底
力
を
感
じ
、
企

業
努
力
を
続
け
な
が
ら
平
塚
の
地
で
活
動

さ
れ
る
姿
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

企
画
研
修　

赤
間 

仁
美

●
６
月
15
日　

商
工
会
議
所
会
議
室

●
講
師　

山
本
靖
子 

会
員

　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク　

る
ー
ぷ

●
姿
勢
の
お
話
（
正
し
い
姿
勢
と
は
・
姿

　

勢
と
自
律
神
経
）

●
10
名
参
加

　

今
月
か
ら
始
ま
っ
た
『
か
い
い
ん
ゼ

ミ
』
は
会
員
間
の
交
流
の
場
で
あ
り
、
会

社
の
Ｐ
Ｒ
も
し
て
頂
け
ま
す
。

【
担
当
】
経
営
支
援
課  

22―

２
５
１
１

青

年

部

だ

よ

り

　

令
和
４
年
６
月
20
日
㈪
平
塚
商
工
会
議

所
３
Ｆ
大
ホ
ー
ル
に
て
、「
イ
マ
ド
キ
の

人
と
組
織
に
大
切
な
こ
と
〜﹇
Ｒ
ｅ
ｇ
ａ

ｉ
ｎ
﹈
組
織
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
取
り

戻
そ
う
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、「
組
織
づ
く
り
」、
そ
し

て
組
織
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
「
人
」
に

関
す
る
人
事
の
プ
ロ
で
あ
る
株
式
会
社 

Ｗ
ｅ 

Ａ
ｒ
ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ 

代
表
取
締
役　

安
田
雅
彦
様
を
お
招
き
し

ま
し
た
。

　

人
が
、
そ
し
て
組
織
が
こ
れ
か
ら
の
時

代
、
成
長
を

続
け
て
い
く

た
め
に
は
何

が
必
要
な
の

か
。
そ
れ
が

企
業
理
念
で

あ
り
、
企
業

理
念
が
働
く

人
に
よ
っ
て

体
現
さ
れ
る

職
場
環
境
、
そ
し
て
組
織
文
化
の
大
切
さ

だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
の
が
、
講
師
で
あ
る

安
田
様
と
私
が
上
司
と
部
下
と
し
て
一
緒

に
働
い
て
い
た
前
職
で
の
経
験
で
す
。

　

先
行
き
が
不
透
明
な
時
代
、
強
い
組
織

の
あ
り
方
と
は
何
か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
提

供
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
つ
く
れ
た
ら
と

た
！
」「
早
速
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践

し
て
み
る
！
」「
こ
う
い
う
定
例
会
こ
そ
、

平
塚
の
会
社
を
強
く
す
る
可
能
性
が
あ

る
！
」
と
参
加
者
か
ら
の
嬉
し
い
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

定
例
会
を
通
し
て
、
業
種
な
ど
異
な
る

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
活
発
で
前
向
き
な
議

論
を
交
わ
し
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

て
、
作
り
上
げ
た
時
間
と
プ
ロ
セ
ス
そ
の

も
の
に
価
値
を
感
じ
ま
し
た
。

　

入
会
歴
の
浅
い
会
員
と
ベ
テ
ラ
ン
会

員
、
理
事
と
副
会
長
た
ち
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
、
そ
の
も
の
が
「
組

織
づ
く
り
」
で
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
趣

旨
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
オ
ー
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
仲
間
と
一
緒

に
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
私

に
と
っ
て
も
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
初
の
担
当
理
事
で
あ
る
私

思
い
、
人
事
と
組
織
づ
く
り
の
プ
ロ
で
あ

る
安
田
様
の
お
話
を
平
塚
で
事
業
を
営
む

仲
間
と
共
有
し
た
い
と
思
い
、
企
画
し
ま

し
た
。

　

講
師
の
話
は
も
ち
ろ
ん
、
対
談
で
は
会

員
が
抱
え
る
課
題
・
事
例
を
織
り
込
ん
だ

こ
と
で
「
自
分
達
に
置
き
換
え
て
考
え
る

こ
と
が
で
き

た
！
」「
こ

れ
か
ら
益
々

人
手
不
足
に

な
り
、
定
着

率
・
労
働
力

を
高
め
る
事

が
キ
ー
に
な

っ
て
く
る
の

で
、
今
回
の

定
例
会
で
多

く
の
ヒ
ン
ト

を
も
ら
え

令
和
４
年
度
６
月
定
例
会

イ
マ
ド
キ
の
人
と
組
織
に
大
切
な
こ
と

〜﹇
Ｒ
ｅ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
﹈組
織
の
本
来
あ
る

べ
き
姿
を
取
り
戻
そ
う
〜

に
、
青
年
部
の
皆
様
は
じ
め
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
皆
様
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
＆
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
い
た
だ
き
、
諸
先
輩
た
ち
が
作

り
上
げ
て

き
た
組
織

文
化
に
触

れ
る
こ
と

も
で
き
ま

し
た
。

こ
の
よ
う

な
機
会
を

頂
き
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま

す
。
心
か

ら
感
謝
申

し
上
げ
ま

す
。

ビ
ジ
ネ
ス
研
修
委
員
会　

理
事小林 

香
代
子
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ジャパンフードテック株式会社
代表取締役 真 壁 英 明さん

　ジャパンフードテック㈱は平塚が地元の代表真壁が2009
年に設立し、2022年３月に東豊田工業団地内に本社工場を
移転してきました。
　当社の顧客は大手清涼飲料水・乳業メーカーから、世の
中に新しい価値を生み出したいとしているスタートアップ
企業までと幅広く、それぞれの顧客毎に企画開発、飲料テ
ストプラントでの委託生産、品質検査、コンサルティング
や原料販売など様々なご要望をサポートしています。
　特にコロナ禍の影響もあってか、顧客の業務効率化や従
業員への負担軽減から当社のような外部リソースへ業務を
委託する考え方は多くなっているようで、案件数は増加傾
向となっています。
　今回、台湾の飲料メーカー向けに日本産果汁原料を輸出
する案件があり、原産地証明を発行いただくため商工会議
所にお世話になり、ちょうど平塚本社へ移転した時期だっ
たのでそのまま加入いたしました。
　当社には自社製品はないので、顧客の新商品を作りたい
という思いや、品質面での課題があって初めてその解決の
ためのサポートが仕事となるため、それに応えることので
きる技術をもった人材確保と育成が今後の成長に大事なこ
とだと考えております。
　将来は地元の食材、特に廃棄されてしまうようなものを、
新しい価値があり、しかも美味しい商品へと加工した飲料
やデザートの開発、製造販売も視野に入れ、地元ネットワ
ークを拡げていきたいと思います。

■ジャパンフードテック株式会社
〒254－0082　平塚市東豊田594－31
TEL：0463－73－5311
URL：http://www.japanfoodtech.co.jp/

■カイロプラクティックるーぷ
〒259－1206　平塚市真田3－8－11
TEL：090－8563－7839　　定休日：不定休
営業時間：9：30～19：30（完全予約制）
HP：https://chiroloop.amebaownd.com/

カイロプラクティックるーぷ
代 表 山 本 靖 子さん

　《カイロプラクティックるーぷ》は平塚市真田にある小
さな施術院です。完全予約制でお一人ずつゆっくりとお話
を伺いながら、一緒に原因を探って、お体に合わせた施術
をさせていただきます。
　私自身、長年腰痛を抱えながら仕事をしており、時々腰
がピキッ！となって『明日は動けないかも…』という状態
になると慌てて鍼灸院に駆け込むギリギリセーフを繰り返
していました。そんな中、学生時代にずっと野球をやって
いた息子を通してカイロプラクティックと出会いました。
【背骨は自律神経の通り道、骨盤はそれを支える土台】等々
…体のことを少しずつ知っていき『同じような症状を繰り
返すのには原因がある。そこを正しくしていくことで体は
変わるんだ！』と思えるようになりました。同時に『５年
後、いや１年後の自分はどうなるんだろう…何とかしない
と！』と本気で思うようになり、『えいっ！』と１歩踏み
出してカイロプラクティックを学び始めました。そして
2018年に《カイロプラクティックるーぷ》を開院いたし
ました。
　当院の特徴は『施術で整えた体をできるだけ長く保てる』
ように生活習慣（運動・栄養・睡眠）の改善に至るまでの
総合指導を併せてご案内させていただいているところで
す。カイロプラクティックは自然治癒力、自己免疫力をア
ップさせる予防医学でもあります。『痛くて、つらくて通
うところ』から『笑顔でメンテナン
スに来る施術院』を目指していきた
いと思います。
　商工会議所さまには、2020年か
ら逸品研究会に参加させていただ
き、今年度からは素敵なご縁があり
女性会にも所属させていただくこと
になりました。異業種の皆さまと交
流させていただいたり、アドバイス
を頂いたり…とたいへん貴重な学び
の場をいただいています。今後とも
どうぞよろしくお願いいたします。

平塚商工会議所会員さんクローズアップ！
わが街の素敵なお店・会社の紹介

●地域総合経済団体である商工会議所の組織力を高め、地域の未来を創造しましょう！

会員増強キャンペーン実施中！
  平塚市内のお知り合いの事業者さま・お取引先さまをご紹介下さい。

平塚商工会議所は皆様の経営を寄り添ってサポート致します。　お問合せ：総務課 業務担当 22-2510

平塚商工だより　第705号　令和４年８月１日㈪
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紙面広告掲載企業募集中

【問合せ】総務課  TEL 22－2510

税理士法人あおば 湘南支店
https://aoba-tax-shonan.tkcnf.com/

土曜日も無料相談（要予約）実施中！！

TKC全国会所属

平塚市八重咲町７－２５ 八重咲大木ビル２０１号
TEL：0463-79-5271 FAX:0463-79-5261

相続、創業、経営改善、融資相談、補助金申請、税金の事
一人で悩まずに税理士へ相談してみませんか？

市制90周年記念 「湘南ひらつか名産品」
選定事業説明会＆地域ブランド向上セミナー
日　時：令和４年９月１日㈭

①「湘南ひらつか名産品」選定事業説明会
15時～15時30分
湘南ひらつか選定委員会より選定要項等の説明

② 地域ブランド向上セミナー
　 「地域と自社のブランディング」

15時35分～ 17時
講師：㈲テイクスペース 代表取締役

竹林  晋  氏
中小企業診断士/神奈川県商工会議所連合会
スーパーバイザー

場　所：平塚商工会議所 3階 大ホール
共　催：平塚商工会議所食料品部会

（地域ブランド向上セミナー）
★お問い合わせ・参加申込は平塚商工会議所までご連絡下さい。
担　当：経営支援課　☎ 0463（22）2511

平
塚
産
品
普
及
促
進
事
業

平
塚
産
品
普
及
促
進
事
業

「
湘
南
ひ
ら
つ
か
名
産
品
」を
選
定
い
た
し
ま
す
。

選
定
事
業
説
明
会
＆「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
致
し
ま
す
。

　
湘
南
ひ
ら
つ
か
名
産
品
は
、
郷
土

ひ
ら
つ
か
を
代
表
す
る
産
品
と
し

て
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
名
産
品
選
定
委

員
会
（
委
員
長
：
平
塚
商
工
会
議
所

　
常
盤
卓
嗣
会
頭
）
が
選
定
し
、
平

塚
市
長
が
認
定
し
ま
す
。
現
在
36
品

が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
５
年

に
一
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
選
定
は
平
塚
市
制
90
周
年

を
記
念
し
て
、
市
民
参
加
型
で
の
新

し
い
選
定
方
法
を
取
り
入
れ
て
、
市

内
外
へ
広
く
紹
介
し
て
い
く
平
塚
の

産
品
を
選
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
元
平
塚
ら
し
い
自
慢
の
商
品
・

製
品
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
事
業
説

明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
同
時
に
当
所
食
料
品
部
会
と
の
共

催
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上
や

地
場
産
品
か
ら
目
指
す
平
塚
ブ
ラ
ン

ド
の
創
造
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
致
し
ま
す
。
多

く
の
皆
様

の
ご
参
加

を
お
待
ち

し
て
お
り

ま
す
。

（飾り掲載名称順不同）

ご協賛誠にありがとうございました
●株式会社パイロットコーポレーション
●株式会社大雄
●高砂産業株式会社
●株式会社栗原電設
●湘南ケーブルネットワーク株式会社
●株式会社品川鐵工場
●株式会社サン・ライフ サカエヤ
●匠建設株式会社
●丸善清水株式会社
●レモンガス株式会社
●有限会社花秀
●高砂香料工業株式会社 平塚工場
●湘南ステーションビル株式会社ラスカ平塚
●株式会社みずほ銀行 湘南法人部
●株式会社平塚製材所
●アサヒ地所株式会社
●しまむらストアー
●株式会社湘南アルテック
●江南交通株式会社

●山協印刷株式会社
●神奈川環境開発株式会社
●ＮＴＴ東日本
●相模石油株式会社
●高橋産業株式会社
●株式会社オカムラ 平塚支店
●神交工業株式会社
●東京地方税理士会 平塚支部
●日揮ユニバーサル株式会社 平塚事業所
●湘南倉庫運送株式会社
●ＤＮライティング株式会社
●住友生命保険相互会社 湘南支社
●神田交通株式会社
●日本端子株式会社
●湘南ひらつか名産品協議会
●株式会社郵生
●極東証券株式会社 平塚支店
●株式会社米善本店
●株式会社湘南美装

●平塚交通株式会社
●平塚遊技場組合
●平安レイサービス株式会社
●太陽生命保険株式会社 平塚支社
●株式会社ドリーム・サポート
●D.S.LINE有限会社
●酔鳥
●株式会社アクアリーフ
●株式会社小松製作所
●神奈川県信用保証協会
●株式会社三菱UFJ銀行 平塚支店
●手打蕎麦相州
●明治安田生命保険相互会社 平塚支社
●株式会社フジタ
●株式会社三井住友銀行平塚支店、湘南法人営業部
●配島電機工業株式会社
●JA全農青果センター株式会社神奈川センター

七夕飾り共同掲出協賛事業所

６
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●相続手続●遺言作成
●成年後見●終活支援

貴社の広告を、会報誌「平塚商工だより」の紙面に掲載して、
自社PRなど情報発信のツールとしてご活用下さい。

紙面広告掲載企業を募集！

発　行　日　原則1日発行（年10回）
発　行　部　数　約3,200部
発行事業所　会員事業所、特定商工業者、官公庁、関係団

体に送付。市内金融機関に設置している
『商工会議所情報BOX』での配布。

サイズ/料金　小１/３段 １回：4,400円（税込み）
※原則、年契約でお願い致します。（翌年自動更新）

貴社の広告チラシを会報誌「平塚商工だより」に同封し、
会員・特定商工業者の事業所他 約3,000件にお届けする
サービスです。
発送事業所　会員・特定商工事業者の事業所他 約3,000件
利用料金（１回）　A4・B5判サイズ：33,000円（税込み）

A3・B4判サイズ：55,000円（税込み）
（但しA3・B4判サイズは２つ折りにしてご納品下さい。）

「チラシ同封サービス」をご活用下さい

■問い合わせ　総務課 総務担当 ２２－２５１０

平塚商工会議所会員限定 事業者の皆様への省エネ節電への
ご協力のお願い

　今夏の電力需給は、全国で瞬間的な需要変動に対応する
ために必要とされる予備率３％以上を確保しているもの
の、厳しい見通しです。また、大規模な発電所のトラブル
が発生した場合、安定供給ができない可能性が懸念されま
す。加えて、ロシアによるウクライナ侵略などの影響によ
り、石油、天然ガス、石炭等の調達リスクの高まりが生じ
ています。
　そのため、政府、電力会社においては、引き続き供給力
の確保に最大限の努力をしてまいります。事業者の皆様に
おかれましては、経済活動に支障のない範囲において節電
へのご協力をお願いします。また、給湯器や自家用車の使
用時の省エネについてもご協力をお願いします。

障がい者テレワーク雇用推進セミナー
『～人手不足・潜在労働者の雇用課題をテレワークで解決！～』

【対　象　者】市内に事業所を有する事業者
【開催日時】2022年９月９日㈮ 10：00～11：30（質疑応答含む）
【会場・開催方法】会場は市役所本館６階 619会議室及びZOOM

によるオンライン
【定　　員】会議室は15名まで（ZOOMは定員なし）
【開催内容】本セミナーを通じて市内のより多くの企業様に、テレワ

ーク雇用によって「企業の人材確保の支援」「労働生産
性向上の促進」「潜在的労働力の活用」などの課題解決
が目指せることを知っていただくとともに、障がい者の
雇用事例もお伝えするこ とで、障がい者テレワークに
関心をもつ企業様が増えることを目指します。

【申込方法】申込書を、FAXか持参で提出。
申込書はセミナーのチラシ裏面に作成し、市HP及び
障がい福祉課で配布。
メールで申し込みも可能。（必要事項をメール本文に
記載の上、申込）

【問い合わせ先】平塚市 障がい福祉課
TEL：0463-21-8774　FAX：0463-21-1213
Mail:shogai@city.hiratsuka.kanagawa.jp

企業をあげて「健康経営」に
取り組んでみませんか

「健康経営」とは
従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践する
ことです。
健康経営に取り組むことで、従業員の活力向上や生産性の向上
等の組織の活性化をもたらし、業績向上や企業のイメージアッ
プなどにつながることが期待できます。

健康経営優良法人認定制度のご案内
国では優良な健康経営に取り組む企業を顕彰する、認定制度が
あります。
認定を受けると「健康経営優良法人」のロゴマークが使用でき
るほか、経済産業省のホームページに社名が掲載され、健康経営
に積極的に取り組んでいる企業であることがアピールできます。
また、従業員の健康への配慮がある、働きやすい企業というイメ
ージが醸成でき、人事採用時に求職者を集めやすくなるなどのメ
リットもあります。

認定に関する申込・詳細については
健康経営優良法人認定事務局  ℡ 03－5296－5172
問い合わせ先：平塚市産業振興課  ℡ 0463－21－9758

７
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ホームページ https://www.hira-kyosai.org/

環境に配慮したENEOS製
品を製油所からの大型ロー
リー直送また弊社の平塚オ
イルヤードより小型ロー
リーにて工場・施設の皆様
へお届けしております。

http://www.sagami-oil.co.jp

★ 随時開催 ※相談時間30分程度

★ 随時開催 ※相談時間90分程度

★ 随時開催 ※相談時間30分程度

★ 上記カレンダーの「事業再起よろず相談窓口」にて対応
　いたします。

★ 1日㈪・15日㈪ ※相談時間30分

★ 5日㈮・12日㈮・19日㈮・26日㈮ ※相談時間30分
※平塚商工会議所を会場とし、オンライン会議システムを用いて日本政策金融
　公庫職員とリモートによる面談を行います。

★ 12日㈮ ※相談時間30分

★ 3日㈬ ※相談時間30分

★ 19日㈮ ※相談時間60分

専門家による定期相談のお知らせ

◆ご利用方法◆
ご相談（★）は予約制となっておりますので、事前に下記までお申込み下さい。なお、相談料については無料です！ 
平塚商工会議所 地域振興課  TEL.0463－22－2512／ FAX.0463－24－0079
※相談時間枠を超える相談及び業務を直接依頼される場合は別途費用が掛かります。

相談日相談事項 相談内容（例）

法 律 相 談

創 業 相 談

税 務 相 談

働き方改革相談

経営・労務相談

事 業 承 継 相 談

特 許 相 談

金 融 相 談

製造・技術相談

●契約上の留意点・取引上のトラブル
●事業に係る法的な相談　等
●事業計画書の作成方法について ●開業資金の借入方法について
●各種創業支援策について　等
●帳簿のつけ方や申告の方法 ●事業に係る相続の問題
●株式会社等を設立するには?　等

●新製品やアイデアの特許をとるには？　等

●事業資金に関する相談　等

●残業時間の上限規制 ●年次有給休暇の時季指定義務
●働き方改革関連助成金　等
●事業プランを見てもらいたい ●資金の運用面や企業の体質を改善するには？
●人事・労務管理等のアドバイスが欲しい　等
●事業承継の進め方 ●自社株式等資産の承継
●事業承継計画策定　等

●生産管理や製造・技術等について

８８月

●平塚商工会議所8月定例常議員会　　●事業再起よろず相談窓口
●平塚商工会議所青年部第５回役員会

●令和４年度第１回産業活性化会議　 ●平塚市観光協会観光風景写真コンクール

●事業再起よろず相談窓口　　●平塚まち活会議

●事業再起よろず相談窓口　　●平塚地区警察官友の会定期総会

●湘南ベルマーレ VS コンサドーレ札幌（レモンガススタジアム平塚）

●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場）

●平塚商工会議所事業承継セミナー(経営者向け)

●事業再起よろず相談窓口

●平塚商工会議所臨時議員総会　　●事業再起よろず相談窓口 

●事業再起よろず相談窓口

●湘南ケーブルネットワーク㈱ 取締役会

●湘南ベルマーレ VS 鹿島アントラーズ（レモンガススタジアム平塚）

●平塚商工会議所事業承継セミナー(後継者向け)

●事業再起よろず相談窓口　　●平塚商工会議所青年部第６回三役会

●事業再起よろず相談窓口

●事業再起よろず相談窓口　　●第70回湘南ひらつか花火大会
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８８月 平塚商工会議所カレンダー
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